
Ⅱ．第五次中期経営計画第２フェーズ 

１７ 



            ２０１０年４月～２０１５年３月（５年間） 

Ⅱ－１－（１）第五次中計第２フェーズの概要 

１８ 

中計計画期間 

１．健全かつ強靭な経営体質の戦略的向上 

３．主体的で創造性豊かな人材の育成 

２．地元のお客様との稠密な取引の拡大・深化 基本方針 

テーマ～「お客様と伴に価値共創⇔最適な金融サービスの提供」 

１．期間損益安定のための収益機会拡大 

２．経営品質向上にむけた業務・リスク管理機能の強化 

３．グループを挙げた組織運営力と人間力強化 

 基本戦略 

第２フェーズ ２０１２年４月～２０１５年３月 



業務純益 

連結当期利益 

ＯＨＲ 

ＴｉｅｒⅠ比率 

ＲＯＡ（当期利益） 

５９５億円（５５４億円） 

１１０億円（１００億円） 

０．２６％ 

１３．０％ 

６５．３％ 

総取扱資金量増加額 ＋３，０００億円 

不良債権比率 ２．３７％ 

コア目標 ２０１４年度目標 

サブ目標 ２０１４年度目標 

Ⅱ－１－（２）第２フェーズ 指標目標 

業務粗利益 

単体当期利益 

２０６億円（１６３億円） 

１１７億円（１０６億円） 

１９ 

５７０億円 

１１４億円 

０．２６％ 

１２．３％ 

６５．９％ 

＋３，６６６億円 

２．２８％ 

２０１３年度実績 

２０１３年度実績 

１８６億円 

１１８億円 

※カッコ内は業績予想公表値 



連結当期純利益 
’１２年度 ’１３年度 ’１４年度目標 

１３７億円 １１８億円 １１７億円 

Ⅱ－２－（１）第２フェーズ最終年度収益環境認識 

 貸出金ボリュームは当初計画比上ブレを見込むも、外部環境（金利動向） 
  により、トップラインは減少傾向が続く見通し 

貸出金ボリューム（平残） 

２０ 

金利動向 

22,625

23,277

23,993

24,997

25,986

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

’14/3 ’11/3 ’13/3 ’12/3 ’15/3見込 

当初計画 
25,562 

’15/3見込 ４％増加 
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緑：中計策定時シナリオ 

赤：実績 

青：修正シナリオ 

SWAP金利 

SWAP10年 

SWAP5年 

短期金利 

ＴＩＢＯＲ３Ｍ 

ＴＩＢＯＲ６Ｍ 

＜2014年度＞ 

’13/3 ’14/3 ’15/3 

連結当期純利益については、’１２年度、’１３年度に２期連続前倒し達成 



資金利益 

増強 

新営業店システム本格稼働 

営業推進・与信管理・分析業務の質と 

  効率化向上のためのシステム開発 

ファンド組成等による事業貸推進 

ターゲティング先への取組み強化 

有価証券の運用多様化と機動性向上 

チャネル展開による預り資産増強 

手数料ビジネス強化 

Ⅱ－２－（２）業務純益の維持向上 

２１ 

役務利益 

増強 

業務 

効率化 

収益力強化と業務効率化による業務純益の維持向上 



創業期 成長期 安定・成熟期 事業承継期 

再生 

破綻 ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー 

連
携 

創業支援 

事業承継支援 

活性化ファンド 

６次産業化ファンド 

私募債 

経営改善コンサル 税対策 

ビジネスマッチング（販路拡大支援・業務効率化支援） 

シンジケートローン 

グループ会社連携 

補助金情報提供 

商談会・セミナー 

海外展開支援 

Ｍ＆Ａ 

グループ会社 ・ 外部専門家 ・ 公的支援機関 

Ⅱ－３－（１）法人戦略① 

 企業のライフステージに応じ、肥銀グループおよび外部機関との 
  連携による多様なソリューションメニューを提供 

ライフステージに応じた経営技術支援態勢強化 

企業のライフステージ 

営業店・本部 

２２ 



Ⅱ－３－（１）法人戦略② 

ファンド組成等による事業貸推進 

 目的          地域への資金供給を通じた、地域経済活性化の支援 
 取扱期間  ２０１３年８月５日～２０１４年３月３１日 
 総額         ３００億円（当初） 

２０１４年１月に総額５００億円に拡大 

２３ 

取扱期間の実行額累計４８８億円（６６３件） 

更なる資金供給への取組み 

「くまもと応援ファンド」 

「不動産」「医療・福祉」等の重点業種の他、「製造業」「卸・小売業」等の 

  幅広い業種の資金需要に対応 



「観光経営力パワーアップ講座」の開講  

補助金等を活用した投資ニーズ喚起と 

  需資発掘 

大型開発プロジェクト案件への積極的関与 

Ⅱ－３－（１）法人戦略③ 

「不動産」 

２４ 

「自動車」 

「半導体」 

ターゲティング先への取組み強化 

施設更新・耐震化等の設備投資への対応 「医療・福祉」 

「観光業」 

「肥後６次産業化ファンド」を活用した 

  農業ビジネス開拓 
「農業」 



Ⅱ－３－（１）法人戦略④ 

リスクフォーカス・取引推進すべきセグメントの明確化 
業種・業界動向のフォワードルッキング 

業   種 

企業規模 

  財務     
収益性 
成長性 

 ７６業種に分類 （日銀業種１５５業種をベース） 

     総資産規模で大・中・小に３分類 法人 

 収益性・成長性の高低で４分類 
収益性：総資本経常利益率 
成長性：売上高増加率 

個人 

２５ 

セグメントに応じた信用リスク・収益管理への活用 
コンサルティング機能の強化（ＩＣＡＴ判定） 

セグメントを明確にした中小企業への稠密な取組の推進 

法人：９１２セグメント  個人：７６セグメント 



Ⅱ－３－（２）個人戦略① 

ライフステージに応じた商品サービスの体系化 
ライフ 

ステージ 

便利に 

使う 

貯める 

  ・ 

殖やす 

備える 

  ・ 

 遺す 

借りる 

総合口座・口座振替・自動送金サービス 普通
預金 

年金 給振 

         定期預金 年金定期 優育定期 

投信・外貨・公共債・外債 

仕組債 

一時払保険 

平準払保険 
遺言信託 

まごっこ 

アパートローン等 

クレジットカード（ハモニカ） 

住宅ローン 

カードローン 

各種目的ローン 

セカンドライフ 

相続 退職 

子供進学 

住宅購入 

結婚 

ダイレクトバンキング 

ハモニカEX 

就職 

火災保険 

貸金庫 

２６ 

ライフ・ステージに応じた商品・サービスの展開 

お客様のライフ・ステージに応じたクロスセルの推進 

まごっこ 



Ⅱ－３－（２）個人戦略② 

２７ 

顧客接点強化のための店舗展開 

お客様ニーズにお応えする営業態勢再構築による個人取引拡大 

 
 
 

２０１４年度新設の「フィナンシャルプラザ学園大通」では学生向けも開催 

お客様セミナー ２０１３年度 １０４回開催（約２千人参加） 

金融リテラシー向上支援 ～ フィナンシャルプラザ 

２０１４年４月、新築移転 

学園大通支店 

主な特長 

相談窓口の増設 

２０１４年５月、新築移転 

植木支店 

主な特長 

相談窓口の増設 

セミナールームの設置 セミナールームの設置 

フィナンシャルプラザ併設 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
の
強
化 



Ⅱ－３－（３）広域化戦略 

２８ 
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九州県外支店 住宅ローン残高推移 

（億円） 

県外リテールの更なる推進 

本部と県外営業店との連携による広域化の推進 

 

重点推進分野の広域化 

医療 

不動産 

 

総合ソリューションの広域化 

「個人総合 
コンサルティングプラザ 

福岡」開設 

リテール ビジネスマッチング Ｍ＆Ａ 

ファンド 私募債 事業承継 

九州県外支店 預り資産販売額推移 
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Ⅱ－３－（４）市場運用戦略 

市場部門の運用方針 

２９ 

ポートフォリオ収益構造の多様化と機動性の向上による総合損益の増強 

国内債券投資 

外国債券投資 

その他投資 

株式投資 

金利上昇時には、中期債から長期債へ振替 

スプレッド妙味のあるクレジット債の積み上げ 

 
 
 

残高 
維持 

中期債及び変動債を中心に積み上げ 

金利上昇時には、長期債の購入も検討 

 
 
 
増額 

ＲＥＩＴ・為替ファンドの積み上げ 

絶対収益型のファンドへの投資検討 

 
 
 

バリュエーションを検証の上、積み上げ 

株式ファンドでの機動的な売買の実施 

 
 
 

増額 

増額 



 営業店事務の効率化と堅確化の同時実現 
 効率化に伴う余剰時間の営業・渉外時間への振替え 

Ⅱ－４．業務品質戦略 

２０１４年７月 全店にて本格稼働開始予定 

３０ 

集計・確認作業効率化 

ＯＣＲ・イメージ処理の活用 

収支ペア導入 

新営業店システムの導入 

窓口での一線処理拡大 

ＩＴインフラの徹底活用による事務フロー抜本見直し 

本部による業務品質向上態勢 

 
審査的営業活動による企業の 
課題解決・成長支援 

指導教育室  

業務運営およびリスク管理 
態勢のレベル向上 

営業店支援センター 



総合営業力の 
発揮による 
経営技術支援 

Ⅱ－５．グループ営業戦略 

３１ 

「お客様との価値共創」に向けたグループ総合営業力の発揮 

肥銀リース 
肥銀コンピュータ

サービス 

肥銀カード 

カード・信用保証業務 

個人の決済機能向上 
ローン商品改訂におけ 

  る保証条件見直し 

設備案件での連携 

新規開業案件での連携 

リース・貸付業務 

ＩＴ・ＡＴ高度化支援 

資金決済業務支援 

ソフト開発業務 

多様化かつ高度化するお客様のご要望に対応する態勢を更に強化 

肥後銀行 

２０１４年４月 
５％⇒６９．１％へ 
出資比率引き上げ  

２０１２年４月 
５％⇒８０．０％へ 
出資比率引き上げ 
連結子会社化 
  


